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幕
末
と
い
う
激
動
の
時
代
を
被
差
別
民
衆
が
ど
う
生
き
た
の
か
、

そ
れ
は
非
常
に
重
要
か
つ
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
歴
史
の
節
目
を

た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
つ
ね
に
動
乱
を
契

機
に
「
差
別
」
か
ら
の
自
主
的
、
自
立
的
な
「
解
放
」
を
め
ざ
し
て

い
た
事
実
も
あ
る
。

長
州
藩
（
現
在
の
山
口
県
）
の
場
合
、
幕
末
期
に
被
支
配
民
衆
か

ら
な
る
諸
隊
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
一
翼
に
維
新
団
や
一
新
組
な
ど
の

被
差
別
部
落
民
か
ら
な
る
諸
隊
が
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に

著
名
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
、
そ
の
活
動
が
解
放
闘
争

と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
権
力
に

長
州
藩
の
被
差
別
部
落
民
諸
隊
の
結
成
と
活
動
に
つ
い
て
「
部
落
」
解

放
を
め
ざ
す
反
封
建
闘
争
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
論
及
し
て
い
る
。
そ

の
さ
い
、
氏
は
、
「
部
落
民
」
諸
隊
が
軍
事
的
目
的
の
た
め
上
か
ら
結
成
さ

れ
た
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
そ
れ
は
利
用
さ
れ
た
側
面
だ
け
を
強
調
し

「
部
落
の
人
々
の
『
解
放
』
を
願
う
心
情
を
理
解
し
え
な
い
も
の
」
で
あ

る
と
し
、
「
部
落
」
の
立
場
に
立
っ
て
「
部
落
」
史
を
と
ら
え
る
こ
と
の

必
要
性
を
主
張
す
る
。
氏
の
「
部
落
民
」
諸
隊
に
よ
せ
る
共
感
は
十
分
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
肝
心
の
「
解
放
闘
争
」
と
位
置
づ
け
る
論
拠

（
マ
マ
）

そ
の
も
の
が
、
氏
の
行
論
の
な
か
か
ら
説
得
的
に
吸
み
と
る
こ
と
が
で
き

（
３
）
 

な
い
の
は
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
批
評
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
地
元
山
口
の
北
川
健
氏
に
よ
れ
ば
、

当
発
表
は
、
幕
末
長
州
藩
の
部
落
民
軍
隊
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
定

説
・
通
説
を
虚
像
と
し
て
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
田
中
彰
氏
（
昭
刈
）
布
引
敏
雄
氏
（
昭
期
）
安
達
五
男
氏
（
昭
茄
）

利
岡
俊
昭
氏
（
昭
開
）
前
田
朋
章
氏
（
昭
開
）
に
よ
っ
て
も
説
か
れ
て
き

て
い
る
歴
史
像
は
、
と
ん
で
も
な
い
幻
想
で
あ
り
虚
像
で
あ
る
。
（
中
略
）

「
名
目
の
み
の
解
放
」
（
布
引
氏
）
「
解
放
は
幻
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

（
利
岡
氏
）
と
云
い
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
研
究
者
自
身
が
「
解

放
」
を
幻
想
し
て
の
ウ
ラ
ガ
エ
シ
、
ウ
ワ
ヌ
リ
で
あ
る
。
た
め
に
、
幻
想

の
二
重
像
の
も
と
で
、
・
部
落
民
軍
隊
に
つ
い
て
の
論
議
と
評
価
が
ど
れ
ほ

ど
ゆ
が
め
ら
れ
、
ど
れ
ほ
ど
迷
妄
の
堂
々
め
ぐ
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
／
・
こ
れ
で
は
部
落
民
軍
隊
は
も
と
よ
り
、
現
代
の
市
民
一
般

は
じ
め
に

上
関
茶
洗
隊
の
活
動
と
そ
の
意
義

利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
の
説
も
あ
り
、
歴
史
的
に
評
価
が
分
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
、
部
落
民
諸
隊
の
場
合
、
一
八
六
一
一
一
年
（
文
久
三
）
の
吉
田

（
１
）
 

稔
麿
に
よ
る
「
屠
勇
取
立
」
か
ら
も
あ
る
程
度
の
推
測
が
で
き
る
よ

う
に
、
藩
政
府
か
ら
多
く
の
制
限
を
う
け
、
上
か
ら
結
成
さ
れ
た
と

い
う
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
故
に
、
あ
る
程
度
の
「
解

放
」
へ
の
志
向
が
潜
在
化
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

（
２
）
 

「
幕
末
に
お
け
る
長
州
藩
部
落
民
諸
隊
の
活
動
」
を
発
表
し
た
際

に
は
、
数
人
の
人
か
ら
御
批
評
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
部

落
民
諸
隊
へ
の
評
価
と
し
て
、
権
力
側
の
利
用
説
が
少
な
く
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
高
橋
啓
氏
か
ら
は
、

（
４
）
 

Ｊ
も
さ
〈
た
浮
ば
れ
は
し
な
い
。

と
い
』
フ
。

Ｊ
も
っ
と
ｊ
も
、
部
落
民
諸
隊
の
活
動
が
「
と
ん
で
も
な
い
幻
想
で
あ

り
虚
像
で
あ
る
」
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
部
落
民
諸
隊
に
参

加
し
、
芸
州
口
で
生
命
を
か
け
て
闘
っ
た
若
者
達
も
浮
ば
れ
は
し
ま

い
。私
は
、
は
た
し
て
、
部
落
民
諸
隊
は
走
狗
で
し
か
な
い
の
か
と
の

疑
念
に
か
ら
れ
る
。
私
自
身
は
解
放
闘
争
で
あ
っ
た
と
確
信
す
る
。

現
在
に
お
い
て
も
、
維
新
団
員
を
数
多
く
送
り
出
し
た
山
口
県
の
部

落
で
は
、
戦
死
し
た
若
者
の
墓
を
「
軍
神
」
と
し
て
祀
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
、
又
、
維
新
後
、
そ
の
部
落
で
は
「
其
の
意
気
は
善
な
る

（
５
）
 

方
向
に
転
じ
て
覚
醒
の
声
起
」
っ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
な

前
田
朋
章

維新団員戦死者を弔う墓碑銘

「松井神霊」と刻まれている

（山口県熊毛郡周東町）
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ら
、
部
落
に
と
っ
て
彼
ら
の
活
動
が
解
放
闘
争
と
い
う
性
格
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
一
九
一
一
二
年
（
大
正
十
一
）
に
創
設
さ

（
６
）
 

れ
た
全
国
水
平
社
の
機
関
紙
『
水
平
新
聞
』
の
創
刊
号
に
部
落
民
諸

隊
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
早
く
か
ら
部
落
解

放
を
願
う
人
々
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
活
動
が
部
落
の
輝
け
る
歴
史
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
権
力
の
走
狗
説
が
地
元
で
い
か

な
る
説
得
も
持
た
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
維
新
団
、
一
新
組
が
結
成
さ
れ
る
以
前
に
、
茶
洗
自

ら
に
よ
る
自
主
的
在
隊
で
あ
る
「
上
関
茶
洗
隊
」
の
結
成
が
行
な
わ

れ
、
そ
れ
が
、
「
解
放
」
を
め
ざ
し
て
い
た
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の

活
動
が
「
解
放
闘
争
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た

い
．
そ
し
て
、
幕
末
と
い
う
激
動
期
を
生
き
た
茶
洗
ｌ
日
本
史
で

は
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ｌ
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
思

』
っ
。

衆
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
も
、
諸
隊
、
奇
兵
隊
を
通
し
て
の
幕
末
、

維
新
で
あ
り
、
諸
隊
に
参
加
す
る
こ
と
が
反
封
建
闘
争
を
闘
う
こ
と

し
か
し
、
金
作
ら
の
奇
兵
隊
が
弾
圧
さ
れ
た
慶
応
二
年
当
時
に
お

い
て
は
、
文
久
期
に
お
け
る
各
地
方
で
の
相
次
ぐ
諸
隊
の
結
成
、
諸

隊
へ
の
興
奮
と
願
望
が
一
歩
ず
つ
民
衆
の
手
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
迫
り
来
る
第
二
次
幕
長
戦
争
、
ひ
い
て
は
、
倒
幕
戦

に
む
け
て
、
挙
藩
一
致
態
勢
を
固
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
藩
権

力
の
高
杉
ら
の
倒
幕
派
へ
の
集
権
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
隊
そ

の
も
の
が
、
藩
権
力
の
監
視
統
制
下
に
移
行
す
る
過
程
で
も
あ
っ

た
。
こ
こ
で
、
当
時
の
長
州
藩
の
情
勢
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
み

た
い
。

高
杉
ら
の
倒
幕
派
の
諸
隊
へ
の
監
視
統
制
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
点

は
慶
応
の
軍
政
改
革
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
軍
政
改
革
に
つ
い

（
⑫
）
 

て
は
、
田
中
彰
氏
の
研
究
に
つ
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
若
干
の
私

見
と
、
補
足
説
明
を
加
味
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

（
週
）

慶
応
の
軍
政
改
革
は
、
第
一
に
「
西
洋
陣
法
」
の
採
用
に
よ
る
藩

権
力
の
近
代
装
備
化
、
第
二
次
幕
長
戦
争
に
備
え
、
挙
藩
一
致
態
勢

を
固
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
兵
制
改
革
に
伴
う
人
材
登
用

の
問
題
で
軍
事
力
の
再
編
統
一
、
集
権
化
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ

と
、
第
三
と
し
て
は
、
藩
軍
事
力
の
再
統
一
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に

お
い
て
世
禄
の
武
士
団
の
再
統
一
が
行
な
わ
れ
、
大
別
す
る
と
、
（
己

で
．
あ
っ
た
。

一
八
六
六
年
（
慶
応
一
一
）
三
月
六
日
、
第
一
一
奇
兵
隊
は
、
上
関
宰

判
大
野
村
茶
洗
金
作
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
八
人
の
茶
洗
を
逮
捕
し

（
７
）
 

た
。
表
向
き
の
逮
捕
理
由
は
、
金
作
ら
の
茶
洗
隊
が
「
敵
謀
之
周

（
８
）
 

（
９
）
 

旗
」
と
い
う
「
不
容
易
企
」
を
お
こ
た
っ
た
と
い
う
嫌
疑
に
よ
る
も

、
第
二
奇
兵
隊
の
弾
圧

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
首
謀
者
と
見
ら
れ
る
大
野
村
茶
洗
金
作
と

熊
毛
幸
判
小
周
防
村
茶
洗
富
蔵
は
逮
捕
さ
れ
る
と
す
ぐ
さ
ま
取
り
調

べ
を
受
け
る
。
し
か
し
、
両
者
の
供
述
に
食
い
違
い
が
あ
る
た
め
、

八
日
に
は
二
人
の
対
決
審
問
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
二
人
の

供
述
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
）
。

こ
の
茶
洗
ら
を
逮
捕
し
た
第
二
奇
兵
隊
は
白
井
小
助
を
総
督
と
す

る
諸
隊
の
一
隊
で
、
後
に
立
石
孫
七
郎
、
世
良
修
蔵
な
ど
の
人
物
を

輩
出
し
て
有
名
で
あ
る
。

長
州
藩
で
は
、
一
八
六
三
年
（
文
久
一
一
一
）
六
月
、
馬
関
（
現
在
の

下
関
）
で
穰
夷
戦
の
砲
門
が
開
か
れ
て
か
ら
、
諸
外
国
と
の
戦
闘
に

お
い
て
、
従
来
の
家
臣
団
の
無
力
さ
が
あ
ま
す
こ
と
な
く
あ
ば
か

れ
、
こ
の
事
を
憂
慮
し
た
藩
当
局
は
、
高
杉
晋
作
を
し
て
奇
兵
隊
を

結
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
奇
兵
隊
に
は
、
武
士
の
み
な
ら
ず
、
被
支

配
民
衆
に
門
戸
が
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
藏
多
、
非

人
、
宮
番
等
の
被
差
別
民
衆
は
は
じ
め
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
の

（
、
）

で
あ
る
。
そ
の
当
時
の
長
州
は
「
国
中
至
ル
所
団
隊
在
ラ
ザ
ル
地

（
皿
）

ナ
シ
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
各
地
に
諸
隊
が
結
成
さ
れ
、
自
由
な

農
商
兵
の
取
り
立
て
と
い
う
ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
藩
権
力
に
よ

る
非
常
時
の
軍
事
登
用
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
藩
権
力
に
よ

る
上
か
ら
の
郷
土
防
衛
意
識
を
扇
ら
れ
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
民
衆
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
言
う
な
れ
ば
反
封
建
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
う
べ
き
か
）

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
民

家
臣
団
隊
（
足
軽
・
中
間
も
含
む
）
、
（
一
一
）
諸
隊
、
（
三
）
農
（
商
）

兵
隊
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
再
統
一
過
程
に
お
い
て
そ
の
中
核
に
家
臣

団
（
世
禄
の
武
士
団
）
か
ら
な
る
干
城
隊
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に

留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
お
い
て
一
切
の
軍
事
力
（
諸

隊
、
農
・
商
兵
隊
）
は
倒
幕
派
権
力
の
も
と
に
組
み
込
ま
れ
、
統
合

さ
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
文
久
期
の
よ
う
な
自
由
な
農

商
兵
の
取
り
立
て
は
、
必
然
的
に
禁
止
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
時

の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
桂
小
五
郎
（
木
戸
孝
允
）
は
「
妄

一
一
諸
郡
江
罷
越
、
勝
手
二
農
商
兵
事
二
引
立
候
儀
ハ
堅
く
被
差
留
候

（
皿
）

事
」
と
述
べ
、
又
、
同
様
の
藩
令
は
次
の
よ
』
フ
に
述
べ
て
い
る
。

銃
砲
其
外
之
技
芸
を
以
是
迄
師
弟
之
盟
約
せ
し
め
居
候
と
も
、（巧
）

一
別
件
両
条
之
管
轄
を
外
れ
農
商
之
者
勝
手
二
取
悩
差
留
候
事

藩
権
力
の
掌
握
下
に
あ
る
軍
事
力
以
外
は
い
か
な
る
「
師
弟
之
盟

約
」
Ⅱ
私
的
関
係
で
あ
ろ
う
と
も
こ
れ
を
許
さ
ず
、
一
切
の
軍
事
力

を
藩
権
力
の
も
と
へ
集
中
さ
せ
、
私
的
軍
事
力
の
す
べ
て
を
否
定
し

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
、
小
郡
宰
判
に
お
い
て

（Ⅳ）（妬）
農
兵
を
数
百
人
集
め
、
「
自
力
以
一
取
立
」
て
て
い
た
佐
分
利
隊
の

農
兵
組
織
者
、
佐
分
利
顕
民
に
対
し
て
藩
は
、
「
此
度
軍
制
改
正
被

仰
出
、
諸
郡
一
統
之
御
規
則
一
一
茂
拘
里
、
無
余
儀
次
第
一
一
付
不
被
差

免
候
」
と
し
て
農
兵
隊
の
結
成
を
許
可
せ
ず
、
「
袴
地
壱
端
」
を
下
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し
て
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
金
作
ら
の
茶
洗
隊

に
対
す
る
何
の
前
ぶ
れ
も
な
い
弾
圧
、
解
体
と
い
う
強
硬
な
対
応
と

比
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
大
差
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
こ
こ
に

藩
権
力
の
被
差
別
民
で
あ
る
茶
洗
に
対
す
る
差
別
意
識
が
介
在
し
て

い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
（
藩
権
力
の
差
別
意
識
は
、
部
落
民

（
犯
）

諸
隊
に
対
す
る
扱
い
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
）
。
ま
た
、
茶
洗

自
ら
に
よ
る
下
か
ら
の
自
主
的
な
隊
の
結
成
に
対
す
る
脅
威
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
の
軍
制
改
革
の
ね
ら
い
は
、
諸
隊
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
人
民

的
要
素
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
う
し

て
自
由
な
農
商
兵
の
取
り
立
て
は
禁
止
さ
れ
、
人
民
の
反
封
建
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
潜
在
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い

て
、
下
か
ら
な
お
か
つ
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
上
関
茶
洗
隊
が
弾
圧

解
体
さ
せ
ら
れ
た
の
は
む
し
ろ
必
然
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
よ

ほ
ど
、
藩
権
力
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
「
何
か
」
を
茶
洗
隊
が
内
包

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
茶
洗
隊
が
差
別
か

ら
の
「
解
放
」
を
明
確
に
表
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

こ
そ
弾
圧
解
体
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
奇
兵
隊
に
捕
ら
れ
た
茶
洗
隊
の
首
謀
者
の
金
作
と
富
蔵
の
主

張
に
若
干
の
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
両
者
の
調
書
を
中
心
に
足
取
り

を
追
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

長
人
一
一
相
違
無
之
と
申
候
付
、
決
て
防
長
人
一
一
は
無
之
と
申
、

卜
者
名
前
相
尋
候
処
、
身
は
壬
生
新
撰
組
之
者
―
―
て
、
表
二
敬

天
下
裏
一
一
尊
長
州
と
相
咄
、
名
前
相
渡
呉
候
、
右
敬
天
下
尊
長

州
と
申
事
承
り
、
実
一
一
嬉
し
き
次
第
二
奉
存
候
二
付
、
不
取
敢

帰
国
仕
候
段
申
立
候
事

一
八
月
十
三
日
、
富
蔵
二
面
会
致
し
候
節
相
咄
候
義
、
右
地
行
中

始
末
物
語
致
し
、
其
後
相
互
一
一
棒
術
稽
古
等
之
儀
、
彼
是
相
談

致
し
候
外
無
之
段
申
立
候
事

一
九
月
九
日
、
嵯
峨
村
祭
礼
之
節
富
蔵
江
出
合
候
処
、
右
同
人
咄

●
●
●
●
●
●
 

ニ
ハ
、
互
一
一
賤
敷
者
故
、
逆
も
一
通
之
御
奉
公
は
不
相
成
よ
し

●
●
 

兼
て
承
及
候
付
出
精
之
出
段
無
之
乎
と
相
尋
候
間
、
御
国
恩
さ

●
●
●
●
●
 

へ
忘
れ
不
申
候
ハ
畠
、
同
類
相
募
り
、
御
暇
を
賞
ひ
他
国
之
参

り
、
戦
争
之
節
御
国
為
裏
切
な
り
共
致
し
候
様
之
手
段
可
致
よ

り
外
無
之
候
と
申
聞
候
段
申
立
候
事

一
昨
丑
十
一
月
よ
り
吉
見
隊
へ
御
願
申
上
、
付
属
二
相
成
、
古
流

筒
廿
九
挺
計
り
借
請
稽
古
固
屋
等
取
調
ひ
候
付
、
就
て
ハ
竹
木

御
渡
し
一
一
相
成
、
庄
屋
福
永
藤
兵
衛
取
計
を
以
出
来
居
候
、
其

●
●
●
●
 

（
四
）
・

余
之
口
叩
々
自
力
を
以
取
続
候
事

三
月

（
傍
点
筆
者
）

以
上
が
金
作
の
調
書
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
首
謀
者
と
思
わ
れ
る

富
蔵
も
同
様
の
「
口
書
」
が
あ
る
が
、
両
者
の
主
張
に
若
干
の
相
違

山
口
県
文
書
館
に
は
上
関
茶
洗
隊
に
関
す
る
資
料
と
し
て
『
熊
毛

郡
大
野
村
農
民
血
盟
書
』
「
第
二
奇
兵
隊
二
被
召
捕
茶
洗
金
作
、
富

蔵
一
一
関
す
る
史
料
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
史
料
を
次

に
紹
介
し
、
金
作
ら
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
。
ま
ず
、
金
作
の
調
書

で
あ
る
。

大
野
村
茶
洗
金
作

寅
廿
九
歳

右
申
ロ

ー
丑
一
一
年
廿
五
日
焼
、
妻
子
召
連
同
断
三
人
一
一
而
出
足
、
出
雲
大

社
江
心
願
有
之
参
詣
い
た
し
、
彼
地
よ
り
伊
勢
参
宮
致
し
、
帰

路
京
都
伏
見
淀
大
坂
之
間
二
借
宅
を
構
へ
、
表
ハ
売
薬
渡
世
と

見
セ
か
け
、
内
実
ハ
京
摂
之
事
情
探
索
致
し
候
積
り
一
一
而
罷
在

候
処
、
妻
子
と
も
国
許
た
つ
か
し
ぐ
頻
二
な
け
き
候
一
一
付
、
大

●
●
 

坂
町
御
堂
一
別
二
而
卜
者
へ
掛
り
運
勢
を
為
占
候
所
、
御
手
前
ハ

当
地
一
一
居
候
而
は
命
無
之
、
国
二
帰
り
候
へ
は
運
強
く
立
身
可

相
成
と
答
候
ハ
ミ
ト
者
申
候
二
は
多
年
ト
者
致
し
己
に
六
十

歳
一
一
及
候
得
共
、
未
だ
占
之
通
当
り
候
上
ハ
礼
二
登
り
候
と
申

ハ
は
誠
二
珍
ら
敷
事
と
て
、
酒
肴
差
出
候
節
、
相
尋
候
一
一
は
、

御
手
前
ハ
九
州
人
と
被
申
候
得
共
、
左
様
―
―
て
は
有
間
敷
、
防

点
が
あ
る
。
新
撰
組
に
つ
い
て
富
蔵
口
書
は
「
同
村
金
作
よ
り
申
聞

候
は
、
信
州
善
光
寺
江
参
詣
致
し
候
帰
路
大
坂
町
髪
結
床
へ
立
寄

り
、
壬
生
組
と
申
ハ
如
何
之
者
哉
と
承
り
合
わ
せ
候
所
、
浪
士
と
申

候
一
一
付
、
居
所
相
尋
ね
罷
越
、
私
儀
は
芸
州
宮
島
之
者
而
各
方
面
之

組
一
一
入
呉
度
段
相
頼
候
所
、
独
身
者
か
又
は
妻
子
有
之
者
か
と
相
尋

候
一
一
付
、
夫
婦
一
一
娘
壱
人
都
合
三
人
同
断
之
者
と
相
答
候
、
さ
す
れ

ハ
妻
子
十
里
余
之
処
へ
預
ヶ
置
、
壱
人
参
り
候
ハ
凸
組
一
一
入
可
遣
段

●
●
 

（
釦
）

申
聞
候
二
付
、
其
段
堅
約
定
し
書
付
請
取
帰
国
致
候
」
と
あ
っ
て
、

新
撰
組
隊
士
と
出
会
っ
た
場
所
、
隊
士
像
、
入
隊
志
望
の
動
機
が
食

い
違
っ
て
い
る
。
又
、
隊
の
結
成
に
つ
い
て
も
富
蔵
の
「
口
書
」
に

は
、
「
同
志
の
者
募
り
置
、
戦
争
相
始
ま
り
候
節
、
勝
軍
之
方
加
勢

●
●
●
●
 

（
皿
）

可
致
、
尤
其
内
敵
方
江
合
力
致
候
ハ
ム
、
格
外
出
精
も
相
成
候
」
と

あ
る
。
金
作
は
罪
を
認
め
た
く
な
い
た
め
に
偽
っ
て
い
る
よ
う
で
、

富
蔵
の
口
書
の
方
が
や
や
信
頼
が
お
け
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
茶
洗
隊
は
、
慶
応
元
年
に
大
野
毛
利
氏
の
家
臣
の
隊
と
で
も

思
わ
れ
る
吉
見
隊
へ
付
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
野
村
八
幡
宮
に
屯

所
を
構
え
、
稽
古
場
を
建
て
て
訓
練
に
励
ん
だ
。
隊
の
結
成
の
際
に

は
、
血
盟
し
て
誓
約
し
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
血
盟
書
を
次
に
示
す
。

盟
約

一
毎
月
三
八
之
日
六
シ
時
よ
り
稽
古
取
懸
之
事
尤
道
程
弐
里
又

ハ
八
壱
里
相
隔
リ
候
部
ハ
、
五
シ
時
出
揃
之
事

一
定
日
出
勤
一
日
欠
候
て
も
誓
約
違
候
間
、
乱
髪
申
付
候
事

二
、
金
作
と
富
蔵
の
口
書
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一
同
出
勤
弐
度
三
度
及
不
動
候
節
ハ
、
半
髪
に
し
て
固
屋
前
正

義
柱
二
括
り
付
置
候
事

一
盗
か
た
り
其
外
不
義
な
る
事
致
候
者
ハ
、
見
届
次
第
取
糺
之

上
割
腹
申
付
候
事

一
何
時
一
一
て
も
異
変
之
節
ハ
、
各
屯
所
大
野
稽
古
場
一
一
集
合

致
、
一
同
其
向
江
駈
付
、
粉
骨
を
可
尽
候
事

頭
取
元

金
作
（
血
判
）

大
野
村

字
三
郎
（
血
判
）

（
以
下
十
五
名
略
）（麹
）

右
慶
応
元
年
十
一
月
廿
九
日
同
心
致
候
事
（
血
判
）

こ
の
盟
約
に
出
て
く
る
金
作
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ふ
れ
た
大
野
村

の
茶
洗
金
作
で
あ
り
、
原
典
は
農
民
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
盟
約

の
作
者
が
茶
洗
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
盟
約
に
書
か
れ
て
あ
る
茶

洗
は
、
大
野
村
、
佐
賀
村
、
仁
保
庄
な
ど
十
七
ヶ
村
三
十
一
名
に
及

ぶ
、
金
作
の
オ
ル
グ
が
精
力
的
で
な
お
か
つ
説
得
力
を
持
っ
て
い
た

（
露
）

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
「
各
々
其
分
限
を
相
弁
へ
」
で
は
じ
ま

る
維
新
団
規
則
と
は
か
な
り
の
差
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
茶
洗

身
分
に
相
弁
え
る
こ
と
な
ど
一
言
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
金
作
ら
の

茶
洗
が
こ
の
隊
へ
か
け
る
一
種
の
鬼
気
迫
る
も
の
、
そ
れ
は
ま
ち
が

い
た
く
「
解
放
」
へ
の
熱
情
そ
の
も
の
で
あ
る
。

作
が
新
撰
組
隊
士
と
も
言
う
べ
き
易
者
北
山
と
出
会
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
入
隊
許
可
書
と
で
も
言
う
べ
き
古
文
書
に
新
撰
組
隊
士
と
思

わ
れ
る
尾
関
弥
四
郎
、
村
井
善
三
郎
事
易
名
北
山
の
二
名
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
新
撰
組
関
係
の
史
料
か
ら
隊
士
と
確
認
で
き
る
の
は
、

尾
関
弥
四
郎
の
み
で
あ
り
、
村
井
の
氏
名
は
隊
士
の
名
簿
の
中
に
見

出
せ
な
い
。

慶
応
元
年
当
時
の
新
撰
組
の
大
阪
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
も
言
う

べ
き
所
は
、
ま
ず
、
京
屋
で
あ
る
が
、
屯
所
と
し
て
有
力
視
さ
れ
る

の
が
万
福
寺
で
あ
る
こ
と
が
、

先
月
中
万
福
寺
迄
御
尋
被
下
、
難
有
仕
合
二
手
前
儀
者
上
京
之（顔
）

節
二
、
其
君
様
御
面
か
い
も
仕
ら
つ
、
ま
こ
と
に
残
年
二
而
候

と
い
う
資
料
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

幕
末
の
京
洛
に
お
い
て
、
勤
皇
の
志
士
か
ら
鬼
よ
り
も
恐
れ
ら
れ

た
新
撰
組
も
大
阪
に
お
け
る
活
動
記
録
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
万
代
修
氏
や
山
村
竜
也
氏
ら
の
新
撰
組
研
究
家
に
よ
っ
て
そ
の

足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
同
年
（
慶
応
元
年
）
一
月
八
日
に
、
土
佐
脱
藩
浪
士

ら
の
大
坂
城
焼
き
打
ち
と
い
う
過
激
な
企
て
を
阻
止
す
べ
く
松
屋
町

（
幻
）

の
ぜ
ん
ざ
い
屋
に
斬
り
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る
「
ぜ
ん
ざ
い
屋
事
件
」
の

記
録
か
ら
、
谷
三
十
郎
、
谷
万
太
郎
、
正
木
直
太
郎
、
高
野
十
郎
ら

が
大
坂
に
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
内
、
谷
万
太
郎
、
谷
三

こ
う
し
て
茶
洗
自
ら
に
よ
る
茶
洗
隊
が
出
発
し
た
。
し
か
し
、
前

出
の
通
り
第
二
奇
兵
隊
に
よ
り
弾
圧
解
体
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
首
謀

者
と
見
ら
れ
る
金
作
自
身
が
取
調
べ
中
に
自
殺
し
て
果
て
ろ
の
で
あ

る
。金
作
と
富
蔵
と
の
「
口
書
」
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
金

作
が
大
阪
（
坂
）
で
新
撰
組
隊
士
と
も
言
う
べ
き
人
物
と
出
会
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
隊
士
に
な
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
こ
と
は
お
お
む
ね

歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
金
作
は
新
撰
組
か
ら

一
体
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
以
外
に
も
、
金
作
と
新
撰
組
と
の
接
点
を
示
す
史
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
新
撰
組
か
ら
金
作
へ
の
「
入
隊
許
可
書
」
と
も

言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

摂
州
難
波
弓
場
町

壬
生
新
撰
組

尾
関
弥
四
郎
内

村
井
善
三
郎
事

易
名
北
山

（
型
）

（
慶
応
元
年
）
丑
四
月
十
四
日

（
あ
）

こ
れ
に
よ
る
と
慶
応
元
年
四
月
十
四
日
に
摂
州
難
波
弓
場
町
で
金

十
郎
は
副
長
助
勤
で
れ
っ
き
と
し
た
隊
士
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
隊

士
で
あ
っ
た
記
録
も
な
く
、
ま
し
て
尾
関
弥
四
郎
が
当
時
、
万
福
寺

に
い
た
と
の
記
録
も
新
撰
組
の
史
料
に
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
新

撰
組
側
の
記
録
に
金
作
の
名
は
見
出
せ
な
い
。

だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
作
と
新
撰
組
隊
士
と
も
言
う
べ
き
易

名
北
山
が
出
会
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
評
価
し
て
も
ま
ち
が
い

な
い
。
弓
場
町
と
万
福
寺
の
現
在
位
置
か
ら
し
て
も
徒
歩
可
能
範
囲

で
あ
り
、
こ
こ
に
被
差
別
身
分
で
あ
る
茶
洗
金
作
と
新
撰
組
と
の
出

会
い
が
始
ま
る
。

金
作
に
と
っ
て
、
新
撰
組
の
存
在
は
、
郷
里
の
長
州
で
見
た
諸
隊

と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
た
し
、
文
久
三
年
の
「
屠
勇
取
立
」
を
見

て
き
た
彼
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
時
は
自
己
の
解
放
の
時
期
に
写
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
彼
ら
の
「
口
書
」
に
あ
る
「
格
外
出
精
」
と

い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

慶
応
元
年
当
時
の
新
撰
組
の
状
況
は
、
土
方
が
四
月
に
江
戸
へ
下

り
隊
士
の
募
集
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
、
同
時
に
京
阪
で
も

隊
士
の
募
集
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
事
は
、
金
作

と
易
名
北
山
と
の
出
会
い
は
偶
然
で
な
く
必
然
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
新
撰
組
か
ら
金
作
へ
の
入
隊
許
可
書
と
も
言
う
べ
き
書
付

中
に
あ
る
尾
関
弥
四
郎
は
大
阪
屯
所
の
責
任
者
で
は
な
く
、
大
阪
に

お
け
る
隊
士
募
集
の
担
当
幹
部
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
村
井
と
は
、
そ

の
尾
関
の
手
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
隊
士
募
集
の
候
補
者
の
ひ

三
、
新
撰
組
と
茶
洗
隊
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ち
と
る
た
め
に
は
、
自
ら
が
被
差
別
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
あ

い
、
そ
の
上
に
立
っ
て
横
の
つ
な
が
り
を
確
立
し
、
そ
れ
を
基
礎
と

し
て
自
主
的
に
隊
を
結
成
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
他
の
諸
隊
と
決

定
的
に
違
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
見
て
も
茶
洗
隊
の
評
価
は
、
「
解
放
」
を
め
ざ
す

連
帯
組
織
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
自
主
的
に
結
成
し
た
「
解
放
」

闘
争
の
部
隊
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
も
、
当
時
の
被
差
別
民
衆
の

解
放
へ
の
志
向
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
も
言
え
る
。

こ
の
上
関
茶
洗
隊
が
弾
圧
、
解
体
さ
れ
た
同
年
六
月
に
、
藩
政
府

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
「
解
放
」
へ
の
志
向
の
潜
在
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
「
維
新
団
」
。
新
組
」
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
茶
洗

と
り
と
し
て
金
作
が
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
は
特
に
接
点

は
な
い
。

し
か
し
、
金
作
の
そ
の
後
の
行
動
か
ら
見
て
も
新
撰
組
は
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
新
撰
組
も
「
屠

勇
取
立
」
も
大
同
小
異
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

』
っ
ｏと
こ
ろ
が
、
長
州
へ
帰
っ
た
金
作
は
大
き
く
ま
わ
り
つ
つ
あ
っ
た

歴
史
の
歯
車
を
感
じ
た
。
今
や
対
幕
府
戦
争
へ
む
け
て
挙
藩
一
致
体

制
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
戦
争
を
遂
行
す
べ
く
各
地
に
諸
隊

が
数
多
く
結
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
諸
隊
そ
の
も
の
が
藩
政
府

の
管
理
統
制
下
へ
の
移
行
期
で
あ
っ
た
。
も
は
や
、
帰
省
し
た
時
点

に
お
い
て
上
京
し
、
新
撰
組
に
加
わ
る
理
由
は
な
く
な
っ
た
。
地
元

で
隊
を
結
成
す
る
方
が
て
っ
と
り
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
元
領
主

で
あ
る
庄
屋
藤
兵
衛
の
と
り
計
ら
い
で
古
流
筒
を
か
り
う
け
、
そ
の

他
の
も
の
は
、
自
力
を
も
っ
て
取
り
そ
ろ
え
た
。
そ
し
て
、
吉
見
隊

へ
付
属
を
願
い
出
た
。
そ
の
年
の
十
一
月
に
金
作
を
頭
取
に
十
七
名

の
茶
洗
が
血
判
盟
約
、
や
が
て
隊
員
四
十
名
に
も
ふ
く
ら
ん
だ
。
も

は
や
「
解
放
」
は
目
前
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
よ
う
に
慶
応
一
一
年
三
月
、
突
如
金
作
ら
の
茶

洗
隊
は
、
岩
城
山
か
ら
出
動
し
て
き
た
第
二
奇
兵
隊
に
よ
っ
て
包
囲

さ
れ
、
金
作
ら
二
十
八
名
は
拘
引
さ
れ
た
。
「
解
放
」
の
夢
は
目
前

に
し
て
つ
い
え
た
の
で
あ
る
。

金作らの茶洗隊が「解放」への夢を託

した「大野稽固場」より、第二奇兵隊

の陣屋があった岩城山を望む

隊
に
流
れ
る
「
解
放
」
へ
の
志
向
は
こ
れ
ら
の
部
落
民
諸
隊
に
も
流

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
、
支
配
者
の
意
図
が
ど
う
で
あ
れ
、

「
解
放
」
を
信
じ
て
闘
っ
た
部
落
の
人
々
の
活
動
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
幕
長
戦
争
の
芸
州
口

の
活
躍
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

茶
洗
隊
の
生
き
残
り
で
あ
る
富
蔵
の
目
に
、
部
落
民
諸
隊
の
活
動

が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
は
、
今
で
は
知
る
由
も
な
い
。

そ
れ
で
は
、
一
体
金
作
ら
の
茶
洗
隊
は
、
幕
末
に
お
い
て
長
州
藩

で
数
多
く
結
成
さ
れ
た
諸
隊
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
の

で
あ
ろ
う
か
、
い
わ
ゆ
る
諸
隊
と
呼
ば
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
隊
は
、
藩

と
い
う
意
識
に
支
え
ら
れ
、
郷
土
防
衛
意
識
に
燃
え
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
し
か
し
、
諸
隊
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
奇
兵
隊

に
お
い
て
も
人
民
的
要
素
が
内
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

そ
れ
は
、
教
法
寺
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
人
民
的
要
素
（
反
封
建
的

要
素
）
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

従
来
の
支
配
層
で
あ
っ
た
武
士
へ
の
不
満
が
爆
発
し
た
。
Ｈ
・
ノ
ー

（
記
）

マ
ン
氏
は
奇
兵
隊
を
「
組
織
さ
れ
た
農
民
一
摸
」
と
一
言
わ
れ
た
が
、

的
を
射
た
表
現
で
あ
る
。

し
か
し
、
金
作
ら
の
茶
洗
隊
は
、
藩
と
い
う
意
識
な
ど
な
く
、
封

建
的
身
分
秩
序
を
否
定
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
、
彼
ら
の
隊
の
盟
約
は
、
二
人
の
「
口
書
」
に
流
れ
る
一
貫

し
た
「
解
放
」
へ
の
志
向
で
あ
る
。
時
の
混
乱
に
乗
じ
て
自
ら
の

「
格
外
出
精
」
Ⅱ
（
解
放
）
を
と
げ
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

次
に
、
「
互
に
賎
し
き
者
故
」
と
し
て
茶
洗
と
い
う
被
差
別
身
分

に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
「
同
類
相
募
り
」
と
し
て
、
茶

洗
の
横
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
、
自
ら
の
解
放
左
か
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